
留学生たちの活動状況

み ら チャレ通信
ほっかいどう未来チャレンジ基金の最新情報をお届け！
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北海道に貢献する意欲のある若者の海外挑戦を、官民一体で応援する「ほっかいどう未来チャレンジ基金」の旬な

情報をお届けします！４月末時点で、第２期生は２名が帰国し、７名が海外留学中です！

学生留学コース

３月に帰国した第２期生服部さんからメッセージをいただきました

平成30年９月から６か月間、イタリアの料理学校とレストランでのインターンシップを通してスローフードを学んだ服部
大地さんから、今後の展望などについてメッセージをいただきました。

第2期生 立岩 丈武 さん オーストラリア（タスマニア） ～大規模農業の手法を学び、北海道農業の持続を目指す～

大規模農業が進んだオーストラリアタスマニア州に、９月から10か月間留学中。

３月からタスマニア大学での授業が本格的に始まりました。私は、農業や化学等の授業を受講しており、

作物を育てるために必要となる全般的な知識やオーストラリアの農業システム、有機無機化学について勉強

しています。また、実験では蕪とトマトの施肥に対する反応を観察していますが、２月上旬までインターン

シップをしていた研究機関で学んだ肥料に関する知識を活かしながら取り組んでいます。

第2期生 林 泰佑 さん フィンランド（エスポー） ～木造建築技術を学び、海外との架け橋となる建築家を目指す～

森林環境が北海道と似たフィンランドで、９月から１年間、アアルト大学のウッドプログラムを受講。

駅待合室の建築プロジェクトでは、基礎、柱、梁、屋根の接合部のデザインについてグループで検討しています。建築

設計の際、構造、環境、意匠の面で、予想できることや理屈で分かることもありますが、私は実務経験が無いため、その

根拠を上手く説明できず、他メンバーに賛同してもらえないこともありました。それによりグループワークが滞ることも

ありましたが、留学中に学んできたことを改めて思い起こし、期限内に完成できるよう頑張っていこうと思います。

第2期生 星野 愛花里さん キルギス（ビシュケク） ～種子生産やその輸出入を学び、北海道農業との連携を目指す～

種子ビジネスの発展が期待されるキルギスに、12月から１年間留学中。

３月より、キルギス東部の農村にある「イシククリ有機農業協同組合」でインターンシップをしています。現地の行政

当局の農業担当者から村の統計データをいただき、現状について把握することができました。また、村ではドイツ国際協

力公社のプロジェクトにより最近まで輸出用作物を作っていましたが、プロジェクト終了後は輸出先が無くなり、国内に

も販売先が無いとのことです。この村では今後、キルギスの強みを生かせる農作物選びと販路確保が必要とされています。

■海外での活動内容

料理学校では、フィレンツェで活躍するシェフのもとで、イタリア国内の幅広い地域の料理を学び

ました。インターンシップでは、トスカーナ州のルッカに位置し、季節の野菜の色を使ったパスタや

天然酵母で作った自家製パンなど、地元の素材を生かした料理をシーズンごとに提供している

「Punto」というレストランで研修しました。

■今後の展望

スローフードの本場で培った技術や学んだ食文化の知識を活かし、地域に馴染む新たなメニュー開

発やジビエ料理を提供するとともに、北海道を離れたことで感じた道産食材の素晴らしさを、日本人

だけでなく海外の人にもPRしたいと考えています。

■応援していただいた皆様へ

皆様のご支援をいただけたことで、料理人として技術を高めることができ、感謝申し上げます。ま

た、遠いイタリアで北海道の素晴らしさを改めて感じたことで、北海道の発展に貢献したい気持ちを

より強く持つことができました。これからの活動こそが本番なので、今後ともよろしくお願いいたし

ます。

第2期生 伊藤 昴 さん アメリカ、オーストラリア、オランダ ～スポーツビジネスを学び、北海道のテニス界の国際化に貢献～

テニスの国際大会が開催されるアメリカ、オーストラリア、オランダの３か国に、10月から10か月間留学中。

IMG ACADEMYのトレーニングジムには、最新の設備や専門スタッフが配置されており、ジュニアアスリ

ートは筋力を生かして動作のスピードや敏しょう性を鍛えるトレーニングをしていました。日本でもフィジ

カル系のトレーニングは普及しつつありますが、本当に「使える」身体を作るまでにはなっていないのが現

状だと感じています。



応援パートナーの皆様 （平成31年４月現在・敬称略）

北海道総合政策部政策局総合教育推進室

TEL : 011-206-7380（直通） FAX : 011-232-6313
E-mail : mirai.jinzai@pref.hokkaido.lg.jp
ホームページ: http://www.pref.hokkaido.lg.jp/ss/sky/mirai-jinzai.htm

みらチャレ

助成対象者のチャレンジ

風景をお届けします。

有末 真哉 石川 諭史 遠藤 光二 小黒 敬三 佐藤 友昭（税理士法人FULL SUPPORT 代表社員税理士） 鈴木 伸明 武田 孝（拓殖工業(株)代表取締役会長）

船津 秀樹 その他匿名希望の個人・企業4者

スポーツコース

第２期生 鴻野 祐 さん フィンランド（エスポーほか）

～「木」を深く学び、デザイナーとしてまちづくりに貢献～

森林環境が北海道と似たフィンランドで、７月から１年間、

現地リサーチとアアルト大学のウッドプログラムを受講。

授業では、ゲストとして世界中から建築家が呼ばれ、

彼らが設計した建築について学ぶ講義や、建築に使われ

ている素材についてリサーチ、プレゼンする講義を受け

ています。ゲストの話は毎回興味深く、アメリカの大学

教授のトイレについての授業は、主

にLGBTと関連させた講義内容でした
が、多様化していく社会で、私たちが

今後どのように建物のあり方を提案し

ていくべきか、考えさせられる内容で

した。

文化芸術コース

第２期生 梅村 拓未さん ドイツ（ハイデルベルク）

～バルシューレを学び、子どもの運動課題を解決～

バルシューレの創設元ハイデルベルク大学で、７月から11

か月間研修中。

今月は７歳〜８歳の子どもたち６人に対してバルシュー

レを指導しましたが、彼らはボールを扱う能力が高く、そ

の点も考慮してメニューを考える必要がありました。留学

中に学んだことを活かし、子どもたちが自ら考え動き、ま

た楽しさも感じられる、ボール感覚が求

められるメニューを作り、実施しました。

ドイツで学んだ、子どもが飽きずに楽し

みながらバルシューレに取り組めるメニ

ューの作り方は、北海道でも同様に実践

していけると考えています。

未来の匠コース

第２期生 今村直史 さん ニュージーランド（マルボロ）

～ブドウの栽培技術を磨き、北海道を一大ワイン産地に～

ワイン用ブドウを栽培する現地ワイナリーで、11月から５

か月間、北海道で未確立の栽培技術を修得。

研修中は季節外れの雪や雨不足による渇水等、異常気象で

したが、そのような状況下でブドウの生育を萌芽期から収穫

期まで経験できたことに喜びを感じています。また、多くの

ワイン生産者から様々なことを学び、自分の中に技術や経験

を蓄積できましたが、それと同等に、人

のつながりや、技術・経験を共有するこ

とも大事だと痛感しました。帰国後は、

NZで蓄積した経験を、北海道のワイン関
係者全体の知識として共有していきたい

と考えております。

みらチャレ

第２期生田中怜恵子さん ニュージーランド（クライストチャーチ）

～本場でラグビーを学び、道内女子ラグビーの発展に貢献～

ラグビーの本場で、３月から６か月間、指導者と選手双方

の立場からラグビープログラムに参加。

渡航して１か月が経ち、今では選手たちとも上手くコ

ミュニケーションがとれています。選手たちが練習内容に

対して何を感じながら取り組んでいるのか等に着目しなが

ら、選手としてプレーに参加しつつ、指導方法を学んでい

ます。また、現地でお世話になっている

方にラグビー関係者を紹介していただき、

ネットワーク構築も進めています。経験

豊富な多くの指導者と知り合うことがで

き、実際に指導の場面を見学し、様々な

学びを得ました。

第２期生田中怜恵子さん ニュージーランド（クライストチャーチ）


